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１．はじめに 
１－１．あいさつ 

 

上陽地区まちづくり協議会は、平成 26 年 4 月に令和 5 年度までの 10 年間を計画期間とする第１次地域

振興計画「上陽地区地域振興計画」を策定し、上陽地区のめざす将来の姿である「活気にあふれた、安らぎ

のあるまちづくり」の実現を目指し、様々な地域活動に取り組んでまいりました。 
  

今回、これまでの取り組みの成果を踏まえ、次の 10 年に向け、私たちまちづくり団体が創意工夫を行いな

がら、地域課題の解決に向け取り組む指針として地域振興計画の更新版となる「上陽地区地域振興計画（第

２次）」を策定いたしました。 
  

 

上陽地区まちづくり協議会が活動をはじめ 10 年余り、急速な人口減少や少子高齢化、更には世界中をパ

ンデミックに陥れた新型コロナウイルス感染症など、価値観や生活様式の多様化、そして新型コロナ感染症対

策などによって、私たち地域コミュニティを取り巻く環境は大きく様変わりしました。 

私たちまちづくり協議会は、創意工夫を行いながら、地域課題の解決に向け取り組みを進めていますが、

様々な要因から特に地域の伝統行事やイベントを行うことが困難な状況にも直面しています。  

しかしながら、私たちはこうした社会情勢の変化にも対応しつつ、行政とまちづくり団体及び地域住民が協

働して地域課題の解決を図り、地域住民自らの手による地域のまちづくりを、しっかりと次の世代にも継承し、

地域の未来づくりに向かって取り組みを進めていく必要があります。 
  

本計画では、 『 誰もが 「 ここに生まれてよかった 」 「 ここに来てよかった 」 と思えるまち 』を将来の基本

理念として掲げ、その実現に向けて「安心安全の維持」「高齢者、障がい者の支援」「子育ての支援」「伝統文

化の継承」「地域交流」「産業振興」「公共施設の活用」「上陽ならではの魅力づくり」という 8 つの具体的な取

り組みの実施主体と実施時期に基づく施策を皆さんと推進してまいります。  

また、これらは SDGｓに謡われた 『 「 誰一人取り残さない 」 持続可能で多様性のある社会 』 の実現につ

ながる取り組みでもあります。  
  

本地区においても、人口減少、少子高齢化、農業や商工業の衰退、近年の異常気象による自然災害の発

生、新型コロナウイルス感染症の問題など、多くの課題があります。これから 10 年間は、引き続きこれらの課

題に全力を挙げて取り組んで行き、次の世代に明るい将来と希望の持てる地域にしていかなければならない、

そしてそれが『 誰もが 「 ここに生まれてよかった 」 「 ここに来てよかった 」 と思えるまち 』になることを期待

するものです。 
 

最後になりましたが、本計画策定にあたり、熱心にご協議いただきました、上陽地区地域振興計画策定委

員及びワークショップ参加者（計画課題に対する意見を出し合う参加者の研究集会）の皆様をはじめ、アンケ

ート調査等で幅広いご意見、ご提言をいただきました多くの地域の皆様、並びに各団体の皆様に心からお礼

申し上げます。 

 

 

令和６年３月 
 

上陽地区まちづくり協議会 会長 小井手恒則 
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１－２．計画改定の趣旨 
 

地域振興計画は、概ね１０年後の地域の将来像を目標として、実現するための手段や課題解決に向けた基

本的施策をまとめるものです。 

策定後１０年を経過した前計画の達成度評価を基に、上陽地区にお住まいの方に広く意見を求めたアンケ

ート調査、市報と共に配布したチラシにより広く参加を呼び掛けたワークショップで出された地域に根差したご

意見により、主要施策等をまちづくり協議会で再検討し、計画改訂を行いました。 

 

今回の地域振興計画においては、以下の点に注力して計画を策定しました。 

 

（１） 上陽地区住民全員（小学生以上）を対象にしたアンケート調査 
 

高校生以上の上陽地区住民に対して、アンケート票の個別配布・回収を行い、ご意見をいただきました。 

また、北汭学園の全児童生徒に対して、学校を通じてアンケート票を配布・回収を行い、ご意見をいただき

ました。 

 

（２） 広く地域住民に呼びかけて開催したワークショップ（２回開催） 
 

ワークショップ開催のお知らせチラシを市報に折り込み、広く参加を募りました。 

ワークショップは１０月と１２月に開催し、計 54 名の参加を得て、幅広いご意見をいただきました。 

 

（３） より地域に密着した課題に対応するために、国勢調査データを用いた行政区別の現状把握 
 

国勢調査の小地域集計を行政区単位に再集計を行い、行政区の立地条件による属性の違いを可視化しま

した。 

 

（４） 現計画の評価に基づいた主要施策等の設定 
 

地域振興計画策定委員を評価者として、平成 30 年に改訂された現計画の達成度を評価し、主要施策項

目と具体的取り組みの検討を行いました。 
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２．地域の概況 
２－１．歴史 

 

日本書紀には、古代のこの地方の名称で、地区名の由来ともなった上陽咩（かみつやめ）出身の軍人、大伴

部博麻呂の事績が記されています。  

江戸時代の久留米有馬藩の支配下では、本地区は上妻郡北川内・久木原・上横山・下横山村の４ケ村に分

かれ、北川内組に属していました。当時の納物として記録に残っているのは、漆、炭、椎茸、わらび、栗、串柿、

その他で、狩猟も盛んであったようです。  

明治時代に廃藩置県となってからは、久留米県、三潴県を経て福岡県に属し、明治 22 年町村制の実施に

伴い、北川内村・横山村となり、更に明治 29 年には、上妻郡は廃止され八女郡となっています。 昭和 28 年

に北川内村は町政を施行し北川内町となり、昭和 33 年に北川内町と横山村が合併し上陽町が発足。平成 

18 年に八女市と合併し八女市上陽地区となりました。 

 

２－２．自然条件 
 

本地区は八女市の東北部に位置し、面積 59.32 ㎢、東は旧星野村、西は旧八女市、広川町、南は旧黒木

町に接し、北は耳納山脈によりうきは市、久留米市と接しています。 

地区南部には、旧星野村から発し地区を南北に二分する星野川が流れ、鷹取山を源とする横山川、発心

山を源とする下横山川と地区の南西部で合流しており、矢部川に注いでいます。いずれの川も自然豊かな清

流で、ゲンジボタルが発生することで名高く、近年は観光資源となっています。 

平坦部が少なく山地が大部分を占める自然的条件のもと、傾斜地は茶、椎茸、筍などにかなり集約的に利

用されていますが、水稲は町中心部にまとまった田があるほかは、点在する集落周辺に零細な棚田があるに

すぎず、また宅地はわずかとなっています。 

 

２－３．産業 
 

本地区の主要産業である農業は、「八女茶」として高い評価を受けている茶の生産が盛んで、養豚やイチゴ、

ナスなどを生産しています。 

また、特用林産物として椎茸や筍の栽培も盛んに行われています。 
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３．統計データ、アンケートからみた上陽地区の実態 
統計データおよびアンケート調査結果から、上陽の特徴的な結果を抜粋して以下に示します。 

３−１．国勢調査小地域集計から見た上陽地区の実態（抜粋） 

（１）人口動態 

・1995（平成７）年～2020（令和２）年の人口

（男女総数）動態は、八女市全体で 1.9 万人減

少（－23.8％）、上陽町全体で 2 千人の減少

（－44.7％）、東山では人口が４分の 1 以下。 

・著しい人口増を見た北川内１（打越）も 2005

年以降は減少。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代別人口構成 

・65 歳以上の割合が八女市

全体で 37.4％、上陽地区

全体で 45.1％。 

・一般的に 65 歳以上の割合

が全人口の 21％を占める

と「超高齢化社会」。 

・内閣府の令和２年版高齢社

会白書によると令和 47 年

（2065 年）に 65 歳以上

の人口の割合が 38.4％に

達すると推計されており、

上陽地区ではそれを上回る

率の高齢化が進行中。 

・山間地では 0～14 歳の割

合が低く、65 歳以上が過

半数を超え、比較的交通利

便性の高い地区では、0～

65 歳の割合が高い。 
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３－２．前計画の評価からみた上陽地区の実態（抜粋） 

平成 30 年 5 月に改定された、現上陽地区地域振興計画の達成度評価を以下の通り実施しました。 

評価方法：地域振興計画策定委員 25 名を評価者として、現計画の主要施策項目毎に「達成」「一部達成」

「未達」の三段階で評価。 

実施期間：令和 5年 5月 23 日開催の第一回上陽地区地域振興計画策定委員会で評価表を配布、 

  令和 5年 7 月 18 日開催の第二回上陽地区地域振興計画策定委員会で回収。  

有効回答：17 通（有効回答率 68％） 

（１）「達成」と評価された割合が高い項目 

・「達成」と評価した割合が高い項目は下グラフの通り。 

・「登校時の見守り活動」や「あいさつ・声かけ運動」は小中学校児童生徒へのアンケートにおいても、

「近所の人が優しい」等の評価。 

・「道路河川維持活動」に関しては、山間地の住民等には負担が大きく、自由回答では、住民が県道を管理

することに関しての疑問等の意見。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「達成」と評価された割合が低い（０％）項目 

・「達成」と評価した割合が０人（０％）であった項目は下グラフの通り。 

・「交通危険個所の調査と改善」、「主要生活幹線道路の改良」に関しては、幹線道路を通過する交通量が多

い中で、歩道整備やカーブミラーの設置に関しての具体的な意見が多く出され、通学や散歩時の安全性

を求める意見が多い。 

・コロナ感染症の拡大により、「健康料理

教室」や「健康スポーツ教室」、各種施

設の活用に関しては活動が停滞している

旨の意見が出されており、コロナ後の新

たな活用方策の検討が望まれる。 
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３－３．全住民アンケート調査からみた上陽地区の実態（抜粋） 

上陽地区にお住いの方全員（高校生以上）に対し、まちづくり全般に関するアンケート調査を実施しました。 

調査方法：各行政区長の協力により、市報と同時に高校生以上の住民全員に対して配布、回収。 

実施期間：令和 5年 7月 28 日配布、8月 31 日までに回収 

有効回答：1,320 通（有効回答率 61％） 

（１）現在住んでいる場所が住み良い理由 

・現在住んでいる場所が住み良いかどうかを問う設問では、

「住み良い」、「どちらかと言えば住み良い」を合わせて

74％が『住み良い』との回答。 

・住み良いと回答した理由は、「自然環境に恵まれている」、

「住み慣れて愛着がある」、「人情があり近所づきあいが

しやすい」の選択が多く、自然環境や人間的つながりを

評価した回答が多い結果。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）現在住んでいる場所が住みにくい理由 

・現在住んでいる場所が、「住みにくい」、「どちらかと言えば住みにくい」を合わせて 26％が『住みにく

い』との回答。 

・住みにくいと回答した理由

は、「日常の買い物など日

常生活が不便」、「公害や自

然災害の危険を感じること

が多い」、「通勤、通学など

の交通の便が悪い」、「道路

が整っていない」、「よい働

き場所が少ない」であり、

買い物や通勤通学等の日常

生活が不便であり、自然災

害の危険性を住みにくい理

由とする回答が多い結果。 
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（３）現在住んでいる場所で生活を維持する上で不便や不満を感じること 

・現在住んでいる場所にこれからも住み続けたいかどうか

を問う設問では、「これからもずっと住み続けたい」、

「どちらかと言えば住み続けたい」を合わせて 72％が

『住み続けたい』との回答。 

・一方、現在住んでいる場所で生活を維持するにあたって

不便や不安を感じることを問う設問では、「人口が減少

し、地域がさびれてきている」、「日常の買い物が不便」、 

「公害や自然災害が

不安」、「公共交通が

充実しておらず不

便」、「空き家の増加

により住宅が荒れて

おり、不安」、「通勤

通学が不便」とコミ

ュニティの衰退や日

常生活の不便、災害

や犯罪発生の不安に

関しての回答が多い

結果。 

 

 

（４）将来の上陽地区をどのようなまちにしたいか 

・将来の上陽地区をどのようなまちにしたいかを問う設問では、「高齢者や障がい者が安心して暮らせる福

祉のまち」、「子育てしやすく子供たちが明るく育つまち」、「自然が豊かでうるおいのある生活環境のま

ち」、「災害に強く犯罪や事故のない安全・安心なまち」と、高齢者も子供も安全安心に暮らせるまちを

将来の上陽地区に望む回答が多い結果。 
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３－４．小中学校児童生徒アンケート調査からみた上陽地区の実態（抜粋） 

上陽北汭学園に通学する 1 年生から 9 年生までの児童生徒にアンケート調査を実施しました。 

実施期間：令和 5年 7月、上陽北汭学園の協力により配布 

有効回答：77 通（有効回答率 59.2％） 

（１）現在住んでいる場所が好きか 

・今住んでいる場所が好きかどうかを問う設問では、「好き」が 42 人 55％、「どちらかと言えば好き」が

29 人 38％と合わせて 93％が今住んでいる場所に好意的な回答。 

・「どちらかと言えば嫌い」は５人 5.7％の回答があった

が、「嫌い」という回答は０人であった。 

・自由回答では、「自然環境が豊か」、「近隣の人たちが優

しい」、「街並みが良い」、「（お店など）特定の施設が良

い」、「（地域の清掃活動等）地域活動への評価」、「学校

生活が楽しい」等の回答。 

 

 

（２）大人になっても現在住んでいる場所に住みたいか 

・大人になっても今の場所に住みたいかを問う設問では「どちらかと言えば住みたい」が 18人25％、「住

みたい」が 16 人 22％、合計 47％。 

・一方、「どちらかと言えば住みたくない」は 17 人 23％、「住みたくない」が 14 人 19％、合計 42％。 

・『住みたい』理由の自由回答は、「住み心地が良い、住み

慣れている、落ち着くから住み続けたい」、「親、友達が

いるから住み続けたい」、「地元が好き」、「自然環境が良

いから住み続けたい」、「近隣関係が良いから」との回答。 

・『住みたくない』理由の自由回答は、「都会に住みたい」、

「賑やかなところ、便利なところに住みたい」、「一人暮

らしがしたい」、「生活（買い物、交通等）利便性が低

い」、「災害が不安」、「虫が多い」との回答。 

 

（３）未来の上陽地区をどのようなまちにしたいか 

・未来の上陽地区をどのようなまちにしたいかを問う自由回答では、「ここに生まれてよかったと思えるま

ち」、「人口を増やす」、「災害のないまち」、「のんびりして平和なまち」、「事件事故のないまち」、「道路

整備を進める」、「自然いっぱいのままのまち」、「ホタルを元いたくらいにする」、「生活利便性を高める」、

「知名度を上げる」、「やさしいまちにする」、「賑やかなまちにする」、「明るいまちにする」、「元気、活

力のあるまちにする」、「行事や近隣交流を増やす」、「ごみのないきれいなまちにする」との回答。 
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４．上陽地区の目指す将来の姿 
４−１．基本理念 

上陽地区のまちづくりの基本理念を次のとおり掲げます。 

 

 

誰もが「ここに生まれてよかった」 

「ここに来てよかった」と思えるまち     
 

 

今回の計画改訂に伴って実施したアンケート調査の「あなたは、未来の上陽地区をどのようなまちにしたい

ですか」という設問に対して、上陽北汭学園の児童生徒の一人が “「ここに生まれてよかった」と思える

まち ”と回答しました。 

 

現在の上陽地区は、統計的に見ても１９９５年から２０20 年の人口動態が 76％減少、６５歳以上の割合が

60％を超えるような地区を抱えており、激しい人口減少、著しい少子高齢化、公共交通の整備度合いが影響

する、通勤通学における自家用車利用割合も山間部では９割近い状況です。 

また、アンケート調査においても災害に対する不安、都市基盤の整備不足、買い物や飲食施設の不足によ

る日常生活の不便、産業等働く場所の不足、農林業の不振と後継者不足、にぎわいの場の不足等地域活力

の衰退に関する回答が多く、地域活性化に向けては抜本的な取り組みが求められています。 

 

しかしながら、本地区には、ホタルに代表される自然環境や生活環境の豊かさ、石橋群に代表される文化

的環境の豊かさ等の豊かな自然と歴史、受け継がれてきた伝統文化等の地域資源が多く存在しており、アン

ケート結果では児童生徒も地域の皆さんもそれらを評価し、誇りに思っています。 

更に、地域の方々による登下校時の声かけや、地域の清掃活動によりゴミが少なく快適に暮らせていると

いった、コミュニティの充実も多くの児童生徒が実感し、高く評価していました。 

 

地域の誇りをさらに広く醸成させるには、現時点でも地域の方々が誇りに思い、評価しているこれら地域資

源やコミュニティの充実を効果的に活用することが必要であり、これからの上陽地区を担う児童生徒から出

た、抽象的だけれども地域への根本的な愛情を感じる「ここに生まれてよかった」に「誰もが」と「ここ

に来てよかった」という言葉を付け加えて、老若男女、心身に障がいのある方もない方も、上陽地区に生ま

れた方も、他所から引っ越されてきた方も、上陽地区を訪れた方も、誰もが「よかった」と思える上陽地区

を目指すことを本計画の基本理念とします。 
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４−２．推進体制 

（１）協議会組織図 
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（２）各支部の位置 
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４−３．基本目標、主要施策項目 

基本目標と、主要施策項目は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 主要施策項目

Ⅰ．安心安全の維持 （１）自然災害に対する安全対策

（２）道路交通網整備と交通安全対策

（３）防犯対策

（４）水源の確保

（５）行政との協働

Ⅱ．高齢者、障がい者の支援 （１）高齢者、障がい者の生きがい対策

（２）高齢者、障がい者の生活支援

（３）健康づくり対策

Ⅲ．子育ての支援 （１）子どもの育つ環境

Ⅳ．伝統文化の継承 （１）伝統行事、文化の継承

Ⅴ．地域交流 （１）コミュニティ活動の促進

Ⅵ．産業振興 （１）農業収入の安定化

（２）後継者や担い手育成

（３）働く場所の確保

Ⅶ．公共施設の活用 （１）既存施設の活用

（２）学校跡地の活用

（３）地元譲渡施設の活用

Ⅷ．上陽ならではの魅力づくり （１）観光資源の活用

（２）情報通信発信と活用促進

（３）都市農村交流
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４−４．具体的な取り組みの実施主体と実施時期 

具体的取り組みの実施主体とその実施時期は以下の通りです。（特に重要な取り組みは「●」で表記。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行
政

行
政
と

協
働

私
た
ち

早
め
に

取
り
組
む

案
を
練
り

な
が
ら

時
間
を

か
け
て

①災害時の要援護者に対する支援 ● ●

②連絡網の確立（様々な場面で活用できる様に更新） ○ ○

③わかりやすい防災情報の提供（定点カメラ等の情報周知） ○ ○

④防災訓練の実施 ○ ○

⑤災害時のライフライン確保、避難弱者対策 ● ●

⑥災害が想定される崖や河川の点検、危険時の通報 ○ ○

①交通危険箇所の調査と改善 ● ●

②主要生活幹線道路の改良 ○ ○

③交通危険箇所のカーブミラーや防護柵の設置 ○ ○

④通学路の安全確保（歩道の拡幅、街灯設置） ○ ○

⑤災害時迂回経路の設定、整備 ● ●

⑥主要地方道八女香春線北川内バイパスの早期実現 ● ●

①登下校時の見守り活動 ○ ○

②防犯灯の設置 ○ ○

③空き家の防犯対策と活用 ○ ○

④防犯カメラの設置 ○ ○

（４）水源の確保 ①安心安全な飲料水確保・水源の維持 ● ●

①道路・河川維持活動（道路愛護など） ○ ○

②環境保全活動（不法投棄など）、迷惑行為取り締まり ○ ○

③合併浄化槽の普及促進と、農業用水・排水路の保全 ○ ○

④SDGｓ目標達成に向けた取り組み ● ●

行
政

行
政
と

協
働

私
た
ち

早
め
に

取
り
組
む

案
を
練
り

な
が
ら

時
間
を

か
け
て

①ふれあいの場（集う場）の創出 ○ ○

②高齢者の知恵や技術を生かす取組み ○ ○

③収入に結び付く軽作業の掘り起こし ○ ○

④シニアクラブ活動の活性化と充実 ○ ○

②安否確認ネットワークの検討 ○ ○

③食材宅配サービス等の充実・周知 ○ ○

④買い物弱者対策としての移動販売車の導入・充実 ● ●

①健康料理教室 ○ ○

②健康スポーツ教室 ○ ○

③ウォーキング活動の推進 ○ ○

●

（３）健康づくり対策

主要施策 具体的な取り組み

実施主体 実施時期

（１）高齢者、障がい者
     の生きがい対策

（２）高齢者、障がい者
     の生活支援

①乗合タクシー等の活用促進（ルールの緩和策の検討）、
　 自動運転や自家用有償運送（ライドシェア）等の検討、
　 お祭り等への外出支援

●

（１）自然災害に
　　 対する安全対策

（２）道路交通網整備
      と交通安全対策

（３）防犯対策

（５）行政との協働

Ⅱ．高齢者、障がい者の支援

Ⅰ．安心安全の維持

主要施策 具体的な取り組み

実施主体 実施時期
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行
政

行
政
と

協
働

私
た
ち

早
め
に

取
り
組
む

案
を
練
り

な
が
ら

時
間
を

か
け
て

①子どもたちへの声かけ見守り活動 ○ ○

②子育て世代と経験世代との交流会 ○ ○

③子どもの居場所づくり、安全の家、遊び場等マップ ○ ○

④食育活動 ○ ○

⑤医療費、教育費の補助等 ● ●

⑥子育て世代のための住宅整備（市営の若者住宅等） ● ●

行
政

行
政
と

協
働

私
た
ち

早
め
に

取
り
組
む

案
を
練
り

な
が
ら

時
間
を

か
け
て

①各地区に残る由来の伝承 ○ ○

②地域行事の継承（神事への参加） ○ ○

③上陽の歴史文化の伝承 ○ ○

④文化活動の開催 ○ ○

行
政

行
政
と

協
働

私
た
ち

早
め
に

取
り
組
む

案
を
練
り

な
が
ら

時
間
を

か
け
て

①あいさつ・声かけ運動（年代を問わず誰にでも） ○ ○

②新たな地域コミュニティづくり（関係人口の増加等） ○ ○

③地域間交流イベントの開催 ○ ○

④多世代交流イベントの開催 ○ ○

⑤男女共同参画の推進（女性グループ活動の推進） ○ ○

⑥地域おこし協力隊、集落支援員との協力・活用 ● ●

行
政

行
政
と

協
働

私
た
ち

早
め
に

取
り
組
む

案
を
練
り

な
が
ら

時
間
を

か
け
て

①特産品開発（６次産業化）の研究 ○ ○

②中山間地に適した作物の研究 ○ ○

③直売（ネット販売）の企画 ○ ○

④地産地消の推進 ○ ○

⑤鳥獣対策の推進（特に猪・鹿対策、ジビエとしての活用） ● ●

①新規就農者の受け入れ ○ ○

②結婚相手の仲介 ○ ○

③農業法人の育成 ○ ○

①企業の誘致による働く場所の確保 ○ ○

②リモートの活用（サテライトオフィス等） ○ ○
（３）働く場所の確保

主要施策 具体的な取り組み

実施主体 実施時期

（１）農業収入の
      安定化

（２）後継者や担い手
      育成

主要施策 具体的な取り組み

実施主体 実施時期

（１）コミュニティ活動
     の促進

Ⅵ．産業振興

主要施策 具体的な取り組み

実施主体 実施時期

（１）伝統行事、文化の
     継承

Ⅴ．地域交流

主要施策 具体的な取り組み

実施主体 実施時期

（１）子どもの育つ環境

Ⅳ．伝統文化の継承

Ⅲ．子育ての支援
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行
政

行
政
と

協
働

私
た
ち

早
め
に

取
り
組
む

案
を
練
り

な
が
ら

時
間
を

か
け
て

①上陽地区観光交流施設（旧ほたると石橋の館）の活用 ● ●

②ふるさとわらべ館の活用 ● ●

③支所と公民館の複合化 ● ●

①北川内小学校跡地の検討と活用 ○ ○

②わらべの里研修センターの活用 ○ ○

③横山小学校跡地の活用 ○ ○

④尾久保小学校跡地の新たな活用策検討 ● ●

①栗林公民館の活用 ○ ○

②東山地域ふれあいセンターの活用 ○ ○

③久木原グラウンドの活用 ○ ○

行
政

行
政
と

協
働

私
た
ち

早
め
に

取
り
組
む

案
を
練
り

な
が
ら

時
間
を

か
け
て

①ホタルと銘茶まつり ○ ○

②八女上陽まつり（きんま選手権大会） ○ ○

③ホタルを守る活動 ● ●

④石橋を守る活動 ● ●

⑤農村景観保全　（耕作放棄地対策等） ● ●

⑥祇園祭（みこし・花火） ● ●

①地域紹介情報誌の発行 ○ ○

②家庭菜園付き空き家情報の発信 ○ ○

③週末農業者向け貸農園情報の発信 ○ ○

④農林業体験情報の発信 ○ ○

⑤ICT等を活用した上陽を知ってもらう活動 ● ●

①観光施設（わらべ館・ほたる館）連携、吊り橋再架橋 ○ ○

②さるこ（フットパス）コース整備 ● ●

③グリーンツーリズムの推進（川遊び、キャンプ、宿泊、
　 レジャートライアスロン等 ）、収益事業化

● ●

Ⅶ．公共施設の活用

主要施策 具体的な取り組み

実施主体 実施時期

主要施策 具体的な取り組み

実施主体 実施時期

（１）観光資源の活用

（２）情報通信発信と
      活用促進

（３）都市農村交流

（１）既存施設の活用

（２）学校跡地の活用

（３）地元譲渡施設の
      活用

Ⅷ．上陽ならではの 魅力づくり
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５．計画の策定経過 
５―１．計画の策定経過 

本計画は下記スケジュールで策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程 名称 場所
参加
人数

内容

5月23日 第一回策定委員会 上陽公民館 24名
・委員、役員選出
・スケジュール決定
・上陽地区の現況・課題抽出ワークショップ

7月18日 第二回策定委員会 上陽公民館 16名
・住民アンケート内容検討
・現行計画の評価票回収

7月28日 住民アンケート調査実施

8月29日 住民アンケート回収

9月 住民アンケート集計分析

10月27日
第一回ワークショップ
第三回策定委員会

上陽公民館 32名
・アンケート結果を踏まえた地域住民ワークショップと
　策定委員会を同時開催

11月21日 第四回策定委員会 上陽公民館 18名
・アンケート・ワークショップ結果を踏まえて作成した
　計画素案に関する協議

12月6日 第二回ワークショップ 上陽公民館 22名
・将来像、基本目標設定等に関する
　地域住民ワークショップ

12月21日 第五回策定委員会 上陽公民館 18名 ・計画素案に関する協議

1月25日 第六回策定委員会 上陽公民館 17名 ・計画案の提示、計画内容の承認

2月6日
まちづくり協議会
運営委員会

上陽公民館 13名 ・計画案の提示、計画内容の承認

2月 地域振興計画製本

3月 計画書配布

・小学生以上の住民を対象に区長会を通じてアンケート調査票を配布
　（約960世帯2000名）

・計画書を全戸（960世帯）に配布

令和５年

アンケート調査票の回収

アンケート集計、分析

令和６年

・計画書の印刷製本
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令和６年３月 

上陽地区まちづくり協議会 

策定協力：株式会社建設技術センター 
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